
組合員のみなさまの商品に対する
信頼に応えるため、「コープ・ラボ」で
生協で取り扱っている商品を
さまざまな検査によってチェック
しています。

大阪いずみ市民生活協同組合 検 索←
「コープ・ラボ」のとりくみや「自主基準」についての詳細は、
いずみ市民生協のホームページをご覧ください。

ココを
クリック！

商品検査の活動

　2010年10月に米のカドミウム検査を開始
し、2011年度上期に魚介類の水銀検査を
開始すべく準備をすすめています。また、
農作物等の産地を特定する微量元素検査
も準備をすすめています。

商品検査実績
新 規 検 査

新規取扱予定商品の事前検査件数

流通品検査
宅配・店舗の商品から抜き取り検査した数

商品調査依頼
組合員から品質不良などによりクレーム品と
して持ち込まれた件数

微生物 食品添加物 残留農薬 動物用医薬品 PCR 特定原材料 合　計

宅　　配 1,581 185 44 13 23 24 1,870

店　　舗 225 13 35 0 26 10 309

合　　計 1,806 198 79 13 49 34 2,179

※PCR検査=遺伝子増幅検査
※特定原材料：食品のアレルゲン（卵、乳、小麦、そば、落花生、えび、かに）の検査。

「商品事故調査依頼」と改善へのとりくみ
組合員のみなさまからの「商品事故調査依頼」を受けて、異物混入や異味・異臭の原因調査を行い、メーカー点検や指導を実施しています。

　2011年2月の受付件数は、特に増減の多い部門はありませんでし
たが、昨年度の403件から378件へと減少し、昨年対比93.8％となり
ました。（前月1月度の昨年比111.6％）
　内容別にみると、「腐敗・カビ・味異常・下痢腹痛などの人体被害」
のお申し出が半分以下となっています。その反面、水産の貝類やか
きの「におい異常」が多く発生し、
また非食品の「性能機能不良・サ
イズ不良」は昨年より多く発生しま
した。

2月度の「商品事故調査依頼」
件数は378件でした。

2月度の特徴的なお申し出（3件発生）

「ザッハ・トルテ」カビの様な茶色い斑点。
　検査の結果、薄茶色の斑点はカビではない
ことが判明し、水分がチョコレートに付着し
て変色したものと考えられました（解凍する
と斑点は極薄く見える程度になりました）。
　製造時に表面をチョコレートコーティング
をしてから容器に入れるまでに、十分に冷ま
してから容器に入れなかったため、容器内に水滴が付着し、チョコレー
トコーティング部分に水滴が落ちたものと考えられます。
　チョコレートコーティング後は、十分に冷ましてから容器に入れるこ
とを徹底して水滴の発生をなくすこと、また、梱包作業時の目視確認を
確実にすることで再発を防止します。

商品事故調査依頼について

2月度申告内容 調査依頼件数

主
な
内
容

異物混入調査 93

異味異臭調査 74

容器・包装調査 40

人体被害申告調査 5

総　数 378

（ 中 略 ）

検査結果 不適合時の対応 情報の発信

要改善ライン 品質向上の改善要請および継続発生に対しての改善指導 製造者、取引先

不合格ライン 供給中止および回収・組合員への告知・取引先への品質管理指導 利用者、組合員

【検査実績】 ※PCR検査=遺伝子増幅検査
自主基準不適合 関連法規不適合

微 生 物 検 査 1 1

食品添加物検査 0 0

残留農薬検査 0 0

動物用医薬品検査 0 0

P C R 検 査 0 0

カドミウム検査 0 0

合 計 1 1

★ 供給中止・商品回収の対象となる自主基準不適合商品はありませんでした。
★ 検査結果を取引先に結果報告するとともに当該商品製造メーカーに対して工場点検、および改善要請・改善指導を行いました。

昨年の４件から2件と減少しました。

2月度の不適合は微生物検査の2件でした。
不適合結果報告

■ 微生物検査において下記の商品が不適合となりました。

検査時期 取扱区分 商品名 不合格ライン不適合 食品衛生法不適合 不適合内容 対応

入荷時 宅　配 びんちょうまぐろたたき身 ー ○ 大腸菌群 改善指導

賞味期限日 宅　配 山陰のごぼう天 ○ ー 一般生菌数 改善指導

※不合格ライン不適合は「食品の安全性に関する自主基準」に基づき、より高いレベルを維持するための基準です。不適合であって
も、商品の安全性に問題はありません。

流通品検査

内 訳

流通品検査
1,422件

新規検査
731件

商品調査依頼 4件

2月の報告 【 品質管理だより 】
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